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［明るさ・コントラスト］は、画像の明るさやコントラストを調整する色調補正です。
ここでは、調整レイヤーの補正前と補正後の比較、やり直し、削除などの操作も確認しましょう。

明るさやコントラストを調整しよう
01
Section

明るさやコントラストを調整する

調整レイヤーを作成するには、［レイ
ヤー］パネル下部の［塗りつぶしまたは
調整レイヤーを新規作成］ をクリック

し 1 、表示される一覧から、［明るさ・
コントラスト］をクリックすると 2 、調
整レイヤー［明るさ・コントラスト］が
作成されます。

1

レイヤーに関する操作はメニューバーから
も行えますが、本書では、基本的に［レイヤー］
パネルを使って行います。

1

2

［色調補正］パネルの［明るさ・コントラス
ト］アイコン をクリックしても、調整レイ
ヤーを作成できます。

［プロパティ］パネルには、選択した補
正方法に関する設定が表示されます。画
像に応じて適切な設定を行います 1 。

2

明るさ 20

コントラスト 20

調整レイヤー左横の マークをクリッ

クすると 1 、補正前（非表示 ）の状態
に切り替えることができます。 をク

リックすると 2 、補正後（表示 ）の状
態に切り替えることができます。

3 補正後

ここでは、明るさとコントラストを強める
ことで、明るく日差しが強いビーチを表現しま
した。

1

1

補正前

2

補正後に［プロパティ］パネルを閉じて
いても、補正の設定を管理している調整
レイヤーの左のサムネール をダブル

クリックすると 1 、［プロパティ］パネ
ルを再表示して、設定を変更できます。

4
1

全体的に暗くぼやけている 明るくメリハリがついたB E F O R E A F T E R

調整レイヤーが
作成された
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3

［レベル補正］は、ヒストグラムと呼ばれるグラフを使った色調補正です。
シャドウ・ハイライト・中間調の3つのスライダーを使って、画像の明暗や色味を調整できます。

レベル補正で明暗を調整しよう
02
Section

やや暗い印象 明るくしてすっきりした印象にB E F O R E A F T E R

［プロパティ］パネルが手前に表示され
ます。今回は、ヒストグラムの山がシャ
ドウ側（70ページ参照）に偏っているた
め、ハイライトのスライダー を左に
ドラッグして 1 、ハイライト（画像内の
最も明るい所）を調整します。

2

まず最初に、暗めの画像の場合はハイライ
ト を、明るめの画像の場合はシャドウ を
調整します。

ハイライト 200

1

中間調のスライダー を左右にドラッ
グして 1 、全体の明るさを整えます。こ
こでは左にドラッグして明るくします。

3

中間調は、画像の全体的な明るさを調整す
るものです。左にドラッグすると明るく、右に
ドラッグすると暗くなります。

中間調 1.5

1

明るくすっきりした印象になりました。
補正後に［プロパティ］パネルを閉じて
いても、調整レイヤーの左のサムネール
をダブルクリックして 1 、再表示し、

設定値を変更できます。

4

［プロパティ］パネルの［自動補正］をクリッ
クすると、手軽に自動補正できます。あくまで
自動の機能なので、すべての画像で好みの仕上
がりになるとは限りませんが、試してみるとか
んたんに美しく仕上がる場合があります。

1

明るくなった

明るくしてすっきりした印象にする

［レイヤー］パネル下部の［塗りつぶしま
たは調整レイヤーを新規作成］ をク

リックし 1 、表示される一覧から、［レ
ベル補正］をクリックすると 2 、調整レ
イヤー［レベル補正］が作成されます。

1

［色調補正］パネルの［レベル補正］アイコ
ン をクリックしても、調整レイヤーを作成
できます。

1

2

調整レイヤーが
作成された
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3トーンカーブで明暗を調整しよう
03
Section

陰がかかっているB E F O R E 明るく爽やかな印象にA F T E R

［プロパティ］パネルが手前に表示され
ます。ここでは、明るく爽やかな印象に
します。中間調（斜線の中心付近）をク
リックして 1 、ポイントを追加します。

2

［トーンカーブ］は、カーブを使った色調補正で、画像の明暗や色味を調整できます。
任意の箇所にポイントを追加してカーブを作り、画像を補正します。

シャドウとハイライトのポイントは、最初
から用意されていますが、3つ目以降はクリッ
クして追加します。削除するには、ポイントを
選択し、!を押します。

1

シャドウのポイント

ハイライトのポイント

明るく爽やかな印象になりました。4

カーブの傾斜を大きくするほど、補正の度
合いは強くなります（74ページ参照）。

明るく爽やかな印象になった

追加したポイントを上にドラッグし 1 、
明るくします。ここでは、補正前（入力）
のポイント：128が補正後（出力）のポ
イント：192となり、ハイライト255に
近づいたことで明るく補正されます。

3

カーブと連動して、入力と出力の値は変わ
ります。数値ボックスに数値を入力してカーブ
を作ることもできます。

1

連動して数値が変わる

スクロールする

明るさを調整する

［レイヤー］パネル下部の［塗りつぶしま
たは調整レイヤーを新規作成］ボタン
をクリックし 1 、表示される一覧から、
［トーンカーブ］をクリックすると 2 、
調整レイヤー［トーンカーブ］が作成さ
れます。

1

［色調補正］パネルの［トーンカーブ］アイ
コン をクリックしても、調整レイヤーを作
成できます。

1

2

調整レイヤーが
作成された
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3

［2階調化］は、白と黒の2色に変換する色調補正です。
［しきい値］により白と黒のバランスを調整して画像を単純化し、漫画風に仕上げます。

白と黒の2階調にしよう
09
Section

普通のカラー写真 単純化され、漫画風になったB E F O R E A F T E R

［プロパティ］パネルで［しきい値］のス
ライダーをドラッグし 1 、白黒のバラ
ンスを調整します。ここでは、しきい値
を「128」にします。数値ボックスに数
値を入力できます。

22

しきい値とは、白と黒を区別する値で、1
～255（1ですべて白、255ですべて黒）の数値
で指定します。表示されるヒストグラム（70ペー
ジ）の横軸は、明るさの段階を表し、スライダー
を左に動かすと白が増え、右に動かすと黒が増
えます。しきい値より明るいピクセル（16ペー
ジ）はすべて白に、しきい値より暗いピクセル
はすべて黒に変換されます。

しきい値 128 1

2階調化のコツ

サンプルでは、象と背景のコントラストが強い画像を2階調化し
たので、比較的きれいに象の部分を取り出せました。2階調化す
る前に、レベル補正（68ページ参照）やトーンカーブ（72ページ
参照）などで明暗の調整をしてコントラストを強めておくと、2
階調化の結果が良好となる場合があります。

画像が白と黒の2階調になり、単純化さ
れ、漫画風になりました。

3

［プロパティ］パネルには、画像のヒストグ
ラム（70ページ参照）が表示されます。しきい
値の右横に、［精細なヒストグラムを計算］を示
すマーク が表示された場合、マークをク
リックすると、正確なヒストグラムを表示しま
す。

2階調になった

しきい値を入力

2階調化で漫画風にする

［レイヤー］パネル下部の［塗りつぶしま
たは調整レイヤーを新規作成］ をク

リックし 1 、表示される一覧から、［2
階調化］をクリックすると 2 、調整レイ
ヤー［2階調化］が作成されます。

1

［色調補正］パネルの［2階調化］アイコン
をクリックしても、調整レイヤーを作成でき

ます。

調整レイヤーが
作成された

1

2
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4
［なげなわ］ツールを使えば、フリーハンドでおおまかな選択範囲を作ることができます。

その他の方法と組み合わせて、複雑な形の選択範囲を作ることができます。

フリーハンドで
おおまかな選択範囲を作成しよう

03
Section

なげなわツールでおおまかな選択範囲を作成する

ツールパネルから［なげなわ］ツールを
クリックします 1 。オプションバーの
設定は、初期設定でかまいません。

1

ドラッグして 1 、選択範囲を作成しま
す。ドラッグ中は、マウスポインターの
動いた形に線が引かれるような表示にな
ります。

2

ドラッグ中に、!（"）を押したまま
にすると、一時的に［多角形選択］ツール（104
ページ参照）に切り替えられます。キーから指
を放すと、［なげなわ］ツールに戻ります。

アンチエイリアスとは、選択範囲のギザギ
ザのエッジピクセルを滑らかにし、背景ピクセ
ルとなじませる処理のことです。［なげなわ］
ツール、［多角形選択］ツール、［マグネット選択］
ツール、［楕円形選択］ツール、［自動選択］ツー
ルのオプションバーで使用できます。

マウスボタンから指を放すと、破線で囲
まれた選択範囲ができます。

3

ドラッグの途中でマウスボタンから指を放
すと、放した時点で終了となり、選択範囲が作
成されます。やり直したい場合は、一度選択を
解除しましょう（98ページ参照）。

1

選択範囲ができた

選択範囲の追加

選択範囲を追加したいときは、#を押しながらドラッグし
ます。オプションバーの設定を［選択範囲に追加］ に切り替え
てドラッグしても追加できます。1

ツールを初期化する

ツールのオプションバーの設定は、初期化できます。新たな作業
をするとき、前の設定を誤って適用しないように、オプションバー
の設定を初期化するとよいでしょう。
初期化するには、ツールのオプションバーの をクリックし 1 、
表示されるツールプリセットピッカーの をクリックして 2 、
メニューから［ツールを初期化］をクリックすると 3 、設定がリ
セットされ、初期状態になります。
右図の例では、［なげなわ］ツールのオプションバーの［ぼかし］
の設定を初期化しました。
また、［すべてのツールを初期化］をクリックすると 4 、ほかのツー
ルのオプションバーの設定も、一度で初期化できます。
なお、ツールの初期化の機能は、ほかのツールでも同様にありま
す。ツールごとに初期化したい場合は、ツールを選択し直して、
それぞれのオプションバーから初期化するようにしましょう。

初期化された

1
2

3

4
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4
［被写体を選択］コマンドを使うと、画像内の被写体を自動検知して、

選択範囲を作成できます。

被写体を自動的に選択しよう
09
Section

［空を選択］コマンドを使うと、画像内の空を自動検知して、
選択範囲を作成できます。

空を自動的に選択しよう
10
Section

被写体を自動的に選択する 空を自動的に選択する

メニューバーの［選択範囲］をクリック
し 1 、［被写体を選択］をクリックしま
す 2 。

1 メニューバーの［選択範囲］をクリック
し 1 、［空を選択］をクリックします 2 。

1

2

2

1 1

被写体が選択された
被写体を選択できました。2

［被写体を選択］の機能だけでは、意図する
選択範囲を作成できない場合、クイックマスク
（118ページ参照）の機能を組み合わせて調整
し、選択範囲を整えましょう。

［空を選択］の機能だけでは、意図する選択
範囲を作成できない場合、クイックマスク（118
ページ参照）の機能を組み合わせて調整し、選
択範囲を整えましょう。

空を選択できました。2 空が選択された

オプションバーの被写体を選択

［オブジェクト選択］ツール、［クイック選択］ツール、［自動選択］ツールなどの自動系の選択ツールのオプションバーに、
ここで紹介した［被写体を選択］と同様の機能があります。
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5大ぶりなものは、［パッチ］ツールで囲んで手軽に消せます。
［コンテンツに応じる］機能により、自然に消去できます。

大ぶりな不要物を消そう
01
Section

向こう側に船が写っている 船を消して、美しい海だけにしたB E F O R E A F T E R

ツールパネルの［スポット修復ブラシ］
ツールを長押しし 1 、［パッチ］ツール
をクリックします 2 。

2

不要物の周りを丁寧にドラッグして 1 、
囲みます。マウスから指を放すと、選択
範囲が作成され（94ページ参照）、消去
の対象となります。

4

選択範囲内にマウスポインターを合わ
せ、周辺のきれいな領域に向かってド
ラッグ＆ドロップします 1 。メニュー
バーの［選択範囲］から［選択を解除］を
クリックして選択を解除し（98ページ参
照）、仕上がりを確認します。
［レイヤー］パネルの背景レイヤーを非
表示にして、「修整用」レイヤーを見て
みましょう。消去の際にサンプルとして
使われたドロップ先の情報があることが
わかります。

5

1

2

1

2

船が消えた
消去のサンプル

1

1

選択範囲ができた

オプションバーの［パッチ］で［コンテン
ツに応じる］を選択し 1 、［全レイヤー
を対象］をクリックしてチェックを入れ
ます 2 。

3

［全レイヤーを対象］にチェックを入れる
と、サンプルの取得先として全レイヤーが対象
になります。

［コンテンツに応じる］は、周辺領域のコン
テンツ（情報）を合成して自然に修整する機能で
す。Photoshopにはほかにも、［コンテンツに
応じる］がオプションで組まれている機能がい
くつかあります。

32

パッチツールで大ぶりな不要物を消す

!（"）を押しながら［レイヤー］
パネル下部の［新規レイヤーを作成］
をクリックし 1 、表示される［新規レイ
ヤー］ダイアログボックスでレイヤー名
（ここでは「修復用」）を入力し 2 、［OK］
をクリックすると 3 、修復用のレイヤー
ができます。以降は、このレイヤー上で
作業します。また、作業しやすいように、
不要物付近を拡大して（34ページ参照）、
よく見えるようにしておきます。

1

!（"）を押すと、作成と同時にダイ
アログボックスを表示させることができます。
レイヤー名も付けられるので効率的です。

修整用のレイヤーができた 1
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5細い粒状の不要物は、［コピースタンプ］ツールで取得したサンプルを使って消去できます。
使い方が似ている［修復ブラシ］ツールは、周辺ピクセルとなじませる機能があります。

細かいキズを消そう
03
Section

キズがある キズを消してきれいに！B E F O R E A F T E R

コピースタンプツールで細かいキズを消す

マウスポインターが◯に変わるので、キ
ズの上まで移動し 1 、クリックすると
2 、キズが消えます。以降は必要に応
じてサンプルを取得し直し、その他のキ
ズを消します。

4

ツールパネルの［コピースタンプ］ツー
ルをクリックします 1 。オプションバー
の をクリックして 2 、ブラシの設定
をし 3 、［サンプル］で［現在のレイヤー
以下］を選択します 4 。

2

ブラシの種類 ソフト円ブラシ

直径 30px

硬さ 0%

サンプル 現在のレイヤー以下

キズの近辺のきれいな領域を!

（"）を押しながらクリックし 1 、
サンプルを取得します。取得後、キーか
ら指を放します。

3

消したいキズが隠れる程度のサイズにする
と、ワンクリックで消せます。何度もドラッグ
すると汚くなるので、手順を少なくすることが
ポイントです。

ソフト円ブラシを使うと、使用したサンプルの境界
がぼけるため、自然な仕上がりになります。［修復ブラシ］
ツールを使った場合の仕上がりに近くなります。

1

126ページを参考に、修整用のレイヤー
を作成します 1 。以降は、このレイヤー
上で作業します。
また、作業しやすいように、不要物付近
を拡大して、よく見えるようにしておき
ます。

1

1

ここでは、［サンプル］で［すべてのレイ
ヤー］を選択しても、「修整用」レイヤーより上
にレイヤーがないため、結果は同じになります。

1

2

1
2

3 4

消したいキズ
1
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6
レイヤーマスクは、グレースケール（白・黒・グレー）で編集すると、

画像の一部を見せたり隠したりすることができます。

画像の一部を隠して 
自然に合成しよう

01
Section

いちごがお皿に入っていない いちごがお皿に入ったB E F O R E A F T E R

2つの画像を重ねる

いちごの画像を開きます。［オブジェク
ト選択］ツール（106ページ参照）や［被
写体を選択］コマンド（114ページ参照）
を使って、いちごの選択範囲を作成しま
す。

1

メニューバーの［選択範囲］をクリック
し 1 、［選択範囲を変更］→［境界をぼか
す］をクリックします 2 。［境界をぼか
す］ダイアログボックスの［ぼかしの半
径］に数値（ここでは「1」）を入力し 3 、
［OK］をクリックします 4 。

2 1

メニューバーの［編集］メニューをクリッ
クし 1 、［コピー］（!（"）+C）
をクリックして 2 、選択範囲をコピー
します。コピー後は、いちごの画像を閉
じてもかまいません。

3 1

2

1

2

トーストの画像を開きます。メニュー
バーの［編集］をクリックし 1 、［ペース
ト］（!（"）+V）をクリックし
て 2 、選択範囲をペーストします。

4

2

トーストの画像の上に、いちごの画像を
重ねることができました。［レイヤー］
パネルを確認すると、ベースとなるトー
ストの画像が背景レイヤーにあたり、コ
ピー＆ペーストしたいちごの画像が、［レ
イヤー1］として重なっています。

5
2つの画像が重なった

3 4

作成した選択範囲の境界線をわずかにぼか
すことで、コピー＆ペーストした際に、より自
然な仕上がりになります。
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8

基本的なブラシの使い方をマスターしたら、ブラシの詳細設定をして、カスタマイズしてみましょう。
ブラシを［ブラシ設定］パネルでカスタマイズし、保存して活用できます。

ブラシをカスタマイズしよう
05
Section

もととなるブラシを選択する

追加した［レガシーブラシ］の をク

リックし 1 、使用したいブラシグルー
プ（ここでは［カスタムブラシ］）の を

クリックします 2 。

3

［ブラシ］ツール（212ページ参照）を選
択し、オプションバーの をクリック

して 1 、ブラシプリセットピッカーを
表示します。 をクリックし 2 、メ
ニューから［レガシーブラシ］をクリッ
クします 3 。

1

3

2

1

プリセットのリストをスクロールして

1 、目的のブラシをクリックします 2 。
4

ブラシの種類 星（大）

2

1

ブラシ設定パネルで詳細な設定をする

［ブラシ］ツールのオプションバーの
をクリックし 1 、［ブラシ設定］パネル
を表示すると、選択中のブラシの詳細が
表示されます。最初に見える［ブラシ先
端のシェイプ］では、ブラシの基本的な
設定が表示されます。

1
1

［ブラシ設定］パネル

ブラシが追加された

1

2

ダイアログボックスが表示されたら、
［OK］をクリックし 1 、現在のブラシに
追加します。

2

［レガシーブラシ］とは、旧バージョンで使
われていたブラシのライブラリのことです。使
用したい場合は［レガシーブラシ］を読み込みま
す。

1


